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研究成果の概要（和文）：問題解決の場において、必要に応じて他者の助けを引き出して組織化することで課題
解決のためのリソースを構築し、自身の能力を高めていけるような「自己足場かけスキル」を備えた人材の育成
をゴールとして研究をおこなった。自己足場かけスキルの理論的考察と観察より、足場かけによる学習を指導者
からの道具の継承であることを明らかにし、そこから、指導者の指導に関わるコトバを記録し、自分のものとし
て使いこなせるようになるための手法、名言蓄積法を提案し、そのための学習支援システムを開発した。実践評
価の結果、システムが自己足場かけスキルの向上に寄与することが示唆された。今後、実践評価をつづけ手法の
改善を期す。

研究成果の概要（英文）：We conducted research with the goal of developing "self-scaffolding skill" 
which allows us to build resources for problem solving and enhance their own abilities through 
organizing them with the help of others as needed. From the theoretical consideration and 
observation, it was clarified that the learning with scaffolding was the succession of the tool from
 the instructor. Based on the theoretical understanding, we proposed "aphorism accumulation method".
 The method supports learners to record the instructor's voice during the instruction, and then 
transform the voice into "aphorism" that shows instructor's ways of thinking and doing their jobs. 
It is expected that by utilizing the recorded aphorism as guides, learners can think or act like 
their instructor when they try to solve some problem by themselves. We also developed learning 
system for the method. Evaluation indicated the effect of the method and the system.  

研究分野： 教育工学

キーワード： 自己足場かけ　人工物　媒介　名言蓄積

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
我々の学習は、教師に教えてもらって出来る段階から一人で出来る段階に進む。しかし、一人で出来るようにな
った時にも我々は決して一人ではない。例えば、問題を前に考えを巡らせる時に、心の中に教師の声が響くこと
があるかもしれない。「こんな時、先生ならどうするだろうか」と自分に問いかけることで問題解決をコントロ
ールするようなことを、多くの人が体験したことがあると思われる。このような教師の声を取り込み、自分のも
のとしていくような学習を自分で意識的に行うことを本研究では「自己足場かけ」と名付け、それを支援するた
めの方法と道具を開発した。これは学習の新しい方法を提案するである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
様々な知識やスキルを持つ人々の協業による問題解決の重要性が広く認識されており、社会

人基礎力（総務省）では３本柱の一つにチームで働く力が挙げられている。また、21 世紀型ス
キル（ATC21S）でも協働に関わるスキルがリストアップされている。ここで念頭におかれてい
るのは、チームで働くことを前提とした場における協調スキルである。しかし、変化が速く複雑
な現代社会においては、個人に任された課題であっても他者の助けなしには解決困難となるこ
とが増えてくることが予想される。 
このような社会的背景を念頭におき、自分の作業の一部を支援してくれる他者を積極的に組

織化することで社会関係資本を構築するとともに、他者と協働することを土台として、一人でで
きるコトの範囲を拡げていけるような学習スキル（以下、自己足場かけスキル）に着目し、その
育成手法の開発に取り組んだ。 
 
２．研究の目的 
問題解決の場において、必要に応じて他者の助けを引き出して組織化することで課題解決の

ためのリソースを構築し、自身の能力を高めていけるような「自己足場かけスキル」を備えた人
材の育成をゴールとする。そのために、以下の課題に取り組む。 
(1) 自己足場かけスキルの理論的な明確化 
(2) 上記の明確化に基づく自己足場かけスキル育成手法の提案 
(3) 上記手法の実施を支援する学習システムと運用手法の設計と開発と評価 
 
３．研究の方法 
 本研究は以下のような手法により実施した。 
(1) 自己足場かけスキルの明確化と訓練手法の提案 

自己足場かけスキル育成手法を提案する基盤となる知見を得るために関連研究の文献調査
と観察研究を実施する。文献調査では、学習科学、教育工学にとどまらず、組織論、贈与論
といった関連領域も対象とした。観察研究は、大学生や研究者自身のスキル学習場面をフィ
ールドとした。特に、課題を達成するために他者の支援が必要なるような状況を実験的に設
定した。実験場面はビデオ撮影を行い、得られたデータをもとに、学習者がどのように他者
の支援を組織化し学習のリソースとして利用していたかを分析した。それを文献調査で得ら
れた知見を統合することで、自己足場かけスキルの構造を明らかにし、明らかになったスキ
ルの構造および理論的理解に基づいて自己足場かけスキルの訓練のための手法の立案をお
こなった。 

(2) 学習支援システム開発 
上記で立案した自己足場かけスキル訓練のための手法を実施するための学習支援システム
を開発する。システムはタブレット端末上で動作する Web アプリとした。プロトタイプの構
築と改善を繰り返すクイックプロトタイプ型の開発をおこなうことで、システムの教育現場
における実用性の確保を目指した。 

(3) 訓練手法および学習支援システムの運用手法の提案と実践評価 
運用手法は、高等教育対応のものを作成し、大学のゼミ活動をフィールドとして実践評価を
おこなった。評価は、学習支援システムのログおよび活動場面の観察に基づいて実施した。 

 
４．研究成果 
(1) 自己足場かけスキルの理論的な位置づけ 
ヴィゴツキーの媒介論およびノーマンの認知的人工物によれば、主体が、ある課題に取り組む

中で有能に振る舞っているように観察される時、主体は、道具によって課題をうまく扱える形に
変形し、そうやって再構成された課題をうまくこなしている。ここで道具とは、物理的道具のみ
ならず文字、記号も含んでいる。このような能力観に立てば、学習とは、能力の拡張ではなく、
新たに導入された道具による課題の変形のされ方の変化である。 
以上のような理論的な理解に立って発達の最近接領域(ZPD)を再定義した。学習者がある課題

を一人でこなせない時、適切な道具をもたないか、道具を適切に使えていないため、課題を適切
に分節化（再編成）できていないと考えることができる。この時、教師や先輩が援助してくれた
なら、一人ではこなせない課題がこなせるようになる。この領域が発達の最近接領域であるが、
ここで起きているのは、教師や先輩の指導による一時的な能力の拡張ではなく、指導者による適
切な道具の使用法や欠損していた道具の導入による課題の変化だと考えられる。このように考
えた場合、発達最近接領域は、次のように再定義される。すなわち、「学習者が既有の道具を自
分なりの方法で使って再編成した課題の形と、指導者の援助のもとに既有、もしくは新規の道具
を使うことで再編成した課題の形の差分」。そして、一人で出来ない課題を指導者の支援を得て
遂行できた学習者が、指導者が引き上げた後、元の状態に戻ってしまうことなく、不完全であっ
たとしても一人でその課題（その一部）をこなせるようになった時、学習者に起こっていること
は、新しい道具の導入もしくは既有の道具を新しい方法で使うことによって、課題の形をその領
域の実践者に近い形で再編成できるようになっていることである。 
 ZPD と ZPD による学習を上記のように捉えた時、指導者が学習者に残していくものは、実践共
同体において合意された形で課題を分節化し再編成する認知的道具だということになる。それ



は、学習者による積極的な関係の再デザインでもある。つまり、学習者は、新しい道具を取り込
むことで主体（学習者）と道具、対象（課題）の関係を作り替えることで、以前とは違うように
振る舞えるようになっていくのである。 
 そのような学習のプロセスを明らかにするために、成人男性が日本語ラップの指導をうける
学習場面を記録し分析した。その結果、指導者が導入した「ローマ字」、「五十音表」、「発した言
葉」が、日本語ラップの歌詞作成という課題の下位課題のひとつひとつを単純でわかりやすい作
業に再編しており、学習者は、第一段階の学びにおいては、それらの道具を受け入れ、課題の再
編成をおこなうことで、いままで出来なかった課題がこなせるようになっていた。第二段階にお
いて学習者は、不完全ながらも最後は一人でラップの歌詞を作成することができていた。この時、
学習者は、指導者から受け継いだ道具を利用しつつ、また時にはその道具を自分なりにモディフ
ァイすることによって、指導者が一緒にいた時に近い形で、取り組むべき課題を再編することで
有能に振る舞っていた。 
観察した学習場面において「導入－受け入れ」が観察された道具には、五十音表のような物理

的道具と、活動を制御する「コトバ」があった。「コトバ」は、作業の仕方や、作業における価
値観を表現するものであった。いずれの道具も、指導者のものがそのまま学習者に移行するので
はなく、学習者による変換を受けていた。物理的道具は適切な使い方を示す記号が付加され、指
導者の「コトバ」は学習者の言葉として語り直されていた。これらの変換は、学習者の能力の状
況、学習者なりの理解、具体的な個別作業における必要性などに基づいてなされている。これら
をまとめて「背景・文脈」と呼ぶと、指導者の与える道具は学習者の「背景・文脈」の中に位置
づけ直されて機能するものだといえる。この道具の再位置づけにおいて発生しているのは、バフ
チンのいう専有に他ならない。専有とは、自分のものにすること、自分の支配下に置くことであ
る。学習者は、指導者に属するコトバを、自分の理解の中に組み込み、また、現作業の状況の中
で利用可能な形に編集しなおすことで自身の支配化におき、利用するようなる。 
 
(2) 自己足場かけスキル訓練の方向性 
以上の考察、観察の結果に基づけば ZPD の通過とは、指導者の道具の専有過程だといえる。こ

のような考え方に立って ZPD の通過としての学習を自己制御するスキルの育成方法について考
え、以下のアイデアを得た。ZPD の通過の自己制御に必要なことは指導者のコトバの意識的な取
り込み（専有）である。よって、自己制御ができるようにするための訓練とは、指導者との関わ
りの中から活動に対する価値観や課題の見方を導く指導者のコトバを取り出し、それを単独で
作業する際に自分のために利用できるようにしていくことを意識的に行えるようにすることで
ある。要するに、単独作業する際に自分の中に取り込んだ指導者と対話しながら考えたり、課題
を解いたりできるような訓練である。 
 

(3) 自己足場かけスキルのための訓練手法の開発 
「SAI ノート」プロトタイプによる検証 
上で示した訓練の方向性を念頭に、自己足場かけの訓練を意識的に、ある程度形式的な形で確実
に実施できるように「SAI ノート」という概念を提案した。SAI は、Sorption（収着）-Appropriation
（専有）-Instrumentalization（道具化）の頭文字からなる造語である。収着とは指導者の言葉
を捕らえることを指す。 
図 1のワークシートは、４つの領域に分かれている。 

領域①はメモ領域である。学習者が指導
を受けながら、気がついたこと、重要な
ことを書き残していく。 
 領域②から領域④は指導後の振り返
りのために用いる領域である。 
 領域②は、メモを参照しながら指導者
からうけた指導内容を思い出し、その中
から、印象に残った、または大事そうな
指導者の発言、教えやコツが含まれてい
そうな発言を指導者の口調で記録する
領域である。 
 領域③は、領域②に記録した指導者の
発言から、指導者の教えのキーワード等

を抽出する領域である。領域④は、
領域②と③を参照しながら、自分が

作業をしている時にその指導者が言ってきそうな発言を予測して書く領域である。指導者の声
の正確な記録ではなく、学習者の個人的文脈や個人的の理解の中で再構成した指導者の声であ
る。 
 本手法を実践場面で利用したところ、学生は、指導者の声の記録を自分の言葉に変換し、そこ
から、指導者が言いそうな言葉を生成することができていた。これは、学生が自分の研究テーマ
について一人で考える時のガイドとなることが期待できる。一方で、①記録の負荷、②蓄積・共
有の困難、③コトバの変換プロセスの複雑性、④事後振り返りの困難といった問題が明らかにな

図 1  SAI シートの一例 

 

 



ったため、手法の整理および、ICT を利用したシステム化に取り組んだ。 
 
「名言蓄積法と SAI Board システム」手法の確立と ICT 利用システムの開発 
・名言蓄積法 
上記、③コトバの変換プロセスの複雑性、の問題に対する解決策として、手法の簡略化について
検討し、指導者のコトバの記録をもとに指導者の「名言」を蓄積していく方法を取り入れた。「記
録をもとに指導者の名言集を構成していく」という説明は学習者にとってわかりやすく、その上、
指導者のコトバを「名言化」するという作業には、他者のコトバを自分のコトバとして言い直し
ていくという専有プロセスが組み込まれていると考えられるからである 
 
・ICT システム 
上記①、②、④に関しては、ICT による支援により解決可能と考え、名言蓄積法の実施を支援す
るタブレット端末上で稼働する Web アプリケーション「SAI Board」を開発した。本システムの
主たる機能は以下の通りである。 
 

A) 指紋カメラ:注目点にマーカを付して写真撮
影・記録する機能。名言候補の発言があった場面
や関係資料の写真をマーカ（図 2の①、②）とと
もに記録する。具体的なコトバの記録は授業や指
導終了後にマーカと写真を参照しておこなうこ
とを想定している。 
B) 名言エディタ：記録された写真の一覧（図 3の
①）を参考に指導者のコトバを想起して、文字カード（図 3の②）に入力する。文字カード右の
チェックボタン（図 3 の③）を押すことで、それが名言として登録される。名言登録されたカー
ドは名言領域（図 3の④）にも表示される。名言領域には、他の学生が名言登録したカードも表
示される。 
C) 名言再生機能： 蓄積された名言を、吹き出し中にランダムに再生する。指導中に伝えられた
ことを振り返ったり、それらを参照しながら単独作業することを想定している。 
 
「名言蓄積法と SAI Board システム」手法の確立と ICT 利用システムの開発 
本システムの実践評価を大学生のゼミナールの場をフィールドとして実施した。ここでは、一

つの評価実践を事例として本方式とシステムの効果について述べる。本評価に参加した学生は 2
年生 8名、3年生 5名、4年生 7名である。第 1回は、システムの紹介と操作練習にあてた。こ
こでは、第 2回目のゼミにおける実践利用について報告する。第 2回目のゼミには、すべてのメ
ンバーが出席した。ゼミの内容は、①4年生による卒業研究に取り組む際のアドバイス、②2年
生 3 人の文献発表（スポーツ観戦に関する社会学的研究）で、４回分の時間を実践評価にあて
た。１回のゼミの時間は平均約 4時間であった。 
実践評価において記録された教員のコトバは 71、そのうち名言として登録されたコトバは 29

あった。表 1には記録された教員のコトバの例を示す。 
表中、1から 7は卒業研究に関するアドバイスに関する教員の発言である。研究に取り組む姿勢
(1、2)と、実験や執筆上の注意(3-5)、問いの立て方(6、7)が記録された。8から 14 は、購読発
表時の記録である。発表を聞くときの意識(8、9)とともに、発表内容に関して教師が発したコメ
ントが記録されている(10-14)。10 は、発表レジュメ写真のマーカ部分に対する「ナショナリズ
ムと排他主義はコインの裏表」という発言が記録されている。12 は、広島カープ私設応援団の
人々が、一般人を応援団に引き入れることを「上から下に降ろす」と表現する理由について、教
員が、「単に物理的移動ではなく、「悪い」方に引き下ろすイメージで語ることで彼らのアイデン
ティティが示されている」とコメントした部分の記録である。これらは教員の言葉の読み取り
（解釈）の視点を示すものである。15、16 には教員の性格が表現されている。 
 

図 2 指紋カメラ機能 

図 3 名言エディタ機能 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上、記録されたコトバには研究に対する教員の価値観や視点等が現れており、これらうまく

利用することでゼミ学習の資源となりうることが期待できる。一方、①議論に熱中してしまうと
記録を忘れてしまうこと、②「名言」という説明が記録するコトバをフォーマルなものに限定し
てしまう可能性があること、③風景写真が記憶支援になりづらいこと、④名言の文脈依存性が高
く、蓄積が長期にわたった時に意味がわからなくなる可能性があること、が問題点として把握さ
れた。今後改善したい。 
 
(4) まとめ 
問題解決の場において、必要に応じて他者の助けを引き出して組織化することで課題解決の

ためのリソースを構築し、自身の能力を高めていけるような「自己足場かけスキル」を備えた人
材の育成をゴールとして研究をおこなった。自己足場かけスキルの理論的考察と観察より、足場
かけによる学習を指導者からの道具の継承であることを明らかにし、そこから、指導者の指導に
関わるコトバを記録し、自分のものとして使いこなせるようになるための手法、名言蓄積法を提
案し、そのための学習支援システムを開発した。実践評価の結果、システムが自己足場かけスキ
ルの向上に寄与することが示唆された。今後、実践評価をつづけ手法の改善を期す。 
 

表 1 記録された教員のコトバ 

NO. 記録された言葉の例
1 論文のはじめには他人を納得させるから難しい

2 論文は1人ではなくみんなでやるものです

3 小さな実験を大切に。それから大きな実験に移していく

4 論文のはじめには他人を納得させるから難しい

5 卒業論文は結論からではなく、順序よく構成していかなければならない

6 自分と逆の視点を持った人の研究は深くなるよ

7 最初にリサーチクエスチョンをシンプルにしすぎた. 次につながる？やつをたてればよかった

8 おみやげとして話を持って帰る

9 降参することも時には大事かもしれません

10 コインの表裏のような部分がある

11 対比的な価値がサッカーの中で生まれた

12 奈落に引きずり込むイメージ

13 スタジアムが孤島のよう

14 観戦者へのサービス

15 思わず発表中に面白いと言ってしまう先生…たしかにそうですね

16 疲れてくるとすんなり聞いちゃう
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